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43. 曹迷入蕗の 1例
出本宏，桜庭宥見花岡明宏
(塩谷病院〉
胃迷入捧は稀主疾患ではないが，その 1併を経験した
ので若干の文献的考察を加え報告する。症例は 26歳女
性。 E毒気を主訴として来院。胃 X-P，内視鏡にて甑門部
の粘膜下麗療と診断した。外来で経過観察中，悪d詮化が
疑われたため，胃切除撞行。摘出標本では差値門部詰壁に 
1.5X1.3cmの半球状腫癌を認め，恥むには delleの形
成がみられた。病理組織学的には Heinlich豆型に属
する胃迷入捧であった。 
44.担道鏡レーザーによる結石徐去街の需発
折居和雄，高瀬靖氏岡村i塗夫
深尾立，尾鰭梓，竹島徹
轟 耀，石川詔雄，岩崎洋治
〈筑波大〉 
Nd-YAGレーザーより発振されたレーザ一光を， 光
通信用石英ファイパーを用い担道鏡の釦子孔を通し胆道
鑓下に結石にレーザ一光照射が行なえるようになった。
実験によりゼリルゼン結石に対し先端出力15Wにおいて
十分な破壊効果が鐸られたので，肝内遺残結石および総
胆管結石の 2症例 iこ対し臨床応用を行ない，結石の破壊
および除去に成功した。今後担道鏡レーザーは肝内結
石，遺残結石などの症例iこ対し有効な治療手段になると
思われる。 
45.韓嚢控の 1例
丸尾亜耗沙， i3浦利明，原田康行
浜野頼隆，IJ、渋智哉 〈結構中央〉 
1826年， Andralにより，最初の牌嚢腫が報告された
が，現在でも，その報告併は比較的少ない。我々は， 22 
歳男子の牌嚢腫を経験したので〉文献的考察と合わせ報
告する。症例は，堰気を主訴に来院し，胃 X線像の圧排
よヲ，本症が疑われ，精査によ F確診，摘牌諸行した。
剥出標本は，牌上極前議iこ発生した鶏界大の嚢抱で，総
重量  295gを示した。組織学的には，内皮細胞由来の真
性嚢腫であった。 
46.藁患者における CEAとか-microglobulin(BMG)
について
山本義一，高崎英己(長生病院)
悪珪腫蕩 33例の CEA，BMGの陽性率辻それぞれ  
45.5弘， 21.2%で，いずれかが揚性のものは57.6%とな
り， 特に Stageの高いもの程その陽性率は高かった。
治慈切i践例では術後下降し，逆iこ非治嬢切除伊jで街後上
昇する傾向がみられた。また治憲切除後再発した 4例の 
CEA泣すべて再発を契機に上昇を示し，再発後北学療
法の著効であった症例は漸次下降しており， CEAは治
療及び予後のモニタリングとして有思であると患われ
る。 
47.腸重覆をおこした小腸脂訪腫の 2治験例
相馬光弘，岡田:rE，今圏諺
中島克己 (県立佐原〉
症例 1076歳男註。国揚に 4X 4cmの詣坊腫あり，
下行性 5筒性の麓重積を呈してお!J， 14cm回腸切絵施
行。症例  20 83歳男性。回腸iこ3x 3cmの脂肪麗あ
り，下行性 5筒'注の腫重積であ F田宮部切除施行。以上
の 2症例を報告するとともに最近20年間の成人腸重積症
の報告到について統計的検討を加えた。 
48.先天性担道拡張症の 7椀
武藤護彦，大西盛光，関幸雄
中村宏，丸山達輿  CJI鉄病競〉
当院において 1977年より 1980年10月までに先天性総胆
管拡張症を 7例経験した。年齢は25-61歳で，全部が女
性。胆管橡は Alonso・Lejの I型が 5例，豆型が 1伊tl，
車型が 1{珂であった。初発症状は疹痛が全部に，発熱が 
417tlに，悪心2 曜吐が 6例にみられ，腫撞を触れたもの
はなかった。術式は全例にのう腫摘出を蒐行し得た。術
後経過は，癌死が 1部，術後に肝内結石を発症し，再手
諦した症例が 1例で，その他は良好である。 
49.乳腺装患における超膏波診断法の検討
唐司馬之，小沢弘信，小林進
〈沼津市立〉 
1977.9.よりお80.11.までの教室及び沼津市立病院に
おける乳膿疾患で組織確診 74例〈乳癌 31例，乳操症 25
例，線維掠腫18例〉について超音波像と比較検討した。
総合診断率は70/74，94.6%，手L癌診断率は29/31，93.5%で
